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アプリケーションレポート No.CDA-SCJ 14002 

CDA-1000 生細胞測定(ClioCell) 

作成：2015 年 2 月 1/2

 １．はじめに 

細胞の生死判別には、色素排除機能を利用して

死細胞を染色する方法（トリパンブルー，

Propidium iodide など）、生細胞内に浸透して代

謝活性により蛍光を発したり（Calcein-AM など）

色素沈着による吸光度を測定する方法（MTT アッ

セイなど）などがある。 

今回、磁気ビーズを利用して死細胞を排除でき

る試薬 ClioCell (BioCity Scotland)を用いて生

細胞を回収し、測定を実施したので報告する。 

２．試料 

Hela 細胞

回収後に冷蔵保存して死細胞を含んだ試料

３．装置条件 

装置 ：CDA-1000 
検出器 ：100μm 
X 軸 ： 粒子径 

モード ：セルモード 

４．測定条件 

希釈液 ：セルパック

分析量 ：500μL 
希釈倍率 ：カウント数が 1000～10000 の範囲

となるように希釈倍率を設定

５．総括 

回収した生細胞を含む試料の細胞濃度を測定

することで、回収後の実験に用いる試料の細胞

濃度を一定に調整することが可能となり、再現

性・安定性のよい研究が進められることを期待

する。

※）ClioCell (BioCity Scotland)の性能を保

証するものではありません。 

生細胞の回収率は ClioCell の性能、回収

操作等に影響されます。 

６．測定結果 

1) 回収前

セルパックで 100 倍希釈してから測定

細胞濃度：9.3×105/mL

平均粒子径：14.7μm

図 1 保存試料の粒度分布 

2) 回収後

セルパックで 10 倍希釈してから測定

細胞濃度：1.6×105/mL

平均粒子径：14.9μm

図 2 回収試料の粒度分布 

3) 粒度分布の比較

回収前後に測定した粒度分布を比較したが、差異

は認めなかった。

図 3 重ね合わせグラフ 



 
これまでに示した図は、分裂酵母(S.cerevisiae) の
測定例である。以下に、出芽酵母(S.pombe)の測定

例を示す。

図 6 CDA-1000B     図 7 CDA-1000 

図 8 CDA-1000（重ね合わせグラフ） 

図 10 S.pombe 経時変化 
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７．実験操作 

細胞回収から測定までの過程は次の通り。 

1.5mL チューブに培地を分注 

↓ 

ClioCell nanoparticlesを撹拌し

上記チューブに分注 

↓ 

磁石ラックに 3-5 分間静置 

↓ 

培地を除去 

↓ 

磁石ラックからチューブを外し

新たな培地を添加し

nanoparticles を浮遊させる 

↓ 

細胞試料を添加し撹拌する 

↓ 

4-8℃で 40 分間静置 

↓ 

培地を加えて撹拌 

↓ 

磁石ラックに 3-5 分間静置 

↓ 

細胞浮遊液を回収 

↓ 

セルパックで希釈する 

↓ 

CDA-1000 で測定 
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磁石ラックで静置

CDA-1000で測定




